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要         旨 

本研究は、中国における少数民族の幼児の幼稚園選択要因を明らかにしたも

のである。中国内モンゴル自治区出身のモンゴル民族（内モンゴル自治区に在

住するモンゴル民族と内モンゴル自治区を離れて北京に在住するモンゴル民

族）を事例として、幼稚園選択の規定要因を理論的・実証的に検討したもので

ある。分析の結果、マクロ要因としては、①人口的要因、②経済的要因、③政

治的要因、④イデオロギーにかかわる要因、⑤言語の地位（国際語、国語、民

族語）の要因、⑥アイデンティティにかかわる要因が明らかにされた。また、

ミクロ要因として、①幼児教育の量と質にかかわる要因、②教授言語にかかわ

る要因、③家庭背景にかかわる要因、④親の期待にかかわる要因、⑤自民族に

よる民族教育実践にかかわる要因が明らかにされた。 
第 1 回審査委員会（平成 30 年 7 月 2 日）では、中国における少数言語政策

と幼稚園選択との関係、モンゴル民族のアイデンティティと幼稚園選択、図表

の書き方、インタビュー記録のまとめ方（KJ 法のプロセス）、結果の解釈、政

策的な意味、などについて指摘や疑問が出された。 
これらの指摘を踏まえて修正作業が行われ、第 2 回審査委員会（平成 30 年 8

月 24 日）では、指摘事項に対して適切な対処が行われていることが確認され

た。平成 30 年 9 月 7 日に行われた公開審査会においては、出席者から、親の学

歴・収入と幼稚園選択との関係、中国の他の少数民族と比較してのモンゴル民

族の特徴、調査分析と政策的含意との関係、北京などの大都市部におけるモン

ゴル民族の意識などに関する質問が出された。これらの質問に対して、いずれ

も適切な受け答えがなされた。その後に行われた最終審査委員会（平成 30 年 9
月 7 日）では、公開発表と質疑への応答が十分なものであったことが確認され

た。以上の結果より、本審査委員会は、本論文が博士（社会科学）、Ph.D. in 
Educational Development にふさわしいと判断し、合格とした。 
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公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由 

ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 
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